
※環境保全のため、古紙配合率100％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

平
和
・
自
立
・
共
生
　
と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
 の
平
和
郷
・
は
え
ば
る

こ
   が
ね
      は
    え

　
　
　
　
　
さ
　
　
と

平
和
・
自
立
・
共
生
　
と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
 の
平
和
郷
・
は
え
ば
る

こ
   が
ね
      は
    え

　
　
　
　
　
さ
　
　
と

187
No.平成

26年
11月
21日
発
行

平
成
26年

9月
定
例
会

題
字
:新
垣
雅
之
さ
ん（
津
嘉
山
）

写
真
：
赤
嶺
奈
津
江
議
員（
新
川
）

「
チ
バ
リ
ヨ
ー
　ワ
ッ
タ
ー
自
慢
の
北
丘
魂
 

第
3
3
回
　北
丘
小
学
校
大
運
動
会
」 

は
え
る
ん

は
え
る
ん

印
刷
／
有
限
会
社
 サ
ン
印
刷

発
行
／
沖
縄
県
南
風
原
町
議
会
　
〒
901-1195 沖

縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
字
兼
城
686番

地
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
TE
L（
098）889-3097　

FA
X（
098）889-4499

187
No.

沖
縄
県
南
風
原
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
aeb
aru
.lg
.jp

　南
風
原
町
は
、
と
て
も
住
み
心
地

の
良
い
人
気
の
町
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
建
ち
、
人
口
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
、
つ
か
ざ
ん
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
で
那
覇
市
方
面
や
八
重
瀬
町

辺
り
か
ら
も
娯
楽
や
食
事
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た
ち
も
増
え
、

南
風
原
町
の
経
済
効
果
に
も
大
き
く

さ
ん

う
え
は
ら

　け
ん

じ

（
大
名
）

南
風
原
町
P
T
A
連
絡
協
議
会
会
長

上
原 

健
治

魅
力
あ
る
図
書
館
を

　

関
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　地
域
と
小
中
学
校
の
教
育
意
識
も

高
く
、
あ
い
さ
つ
を
積
極
的
に
す
る

子
ど
も
達
も
多
く
い
ま
す
。

　子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
充
実
の

た
め
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
図
書
館
の
増
設
と
小
中
学
校
の

図
書
室
へ
の
本
の
増
冊
で
す
。

　保
護
者
同
士
の
話
か
ら
は
「
図
書

館
が
近
く
に
あ
っ
た
ら
」
「
学
校
の

図
書
室
の
本
が
古
い
」
な
ど
の
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
子
ど
も
達
の
成
長

に
読
書
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

「
本
が
好
き
だ
け
ど
図
書
館
が
遠

い
」
「
本
を
読
み
た
い
け
ど
図
書
室

の
本
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
」
と
言
う

子
ど
も
達
も
多
い
よ
う
で
す
。

　南
風
原
町
、
沖
縄
県
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
、
図
書
館

の
設
置
や
学
校
の
本
を
増
や
す
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表紙の写真をお寄せください表紙の写真をお寄せください

あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。
表紙の写真を募集中です。笑顔あふれるお写真をお待ちして
います。ご意見・要望なども広く募集しています。

E-Mail:H8893097@town.haebaru.okinawa.jp
TEL.889-3097　FAX.889-4499
連絡先　議会事務局（担当：広報係 保良）

ぼら

赤
嶺

　雅
和

照
屋

　仁
士

赤
嶺
奈
津
江

金
城

　好
春

大
宜
見
洋
文

　

宮
城

　寛
諄

次回定例会の開会予定

町民の声広報委員会

南風原町議会中継

12月9日（火）午前10:00

　9
月
7
日
に
町
議
会
議
員
の

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
9
月

29
日
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
初
め
て
の
定
例
会
が
開
催
さ

れ
10
月
15
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　再
選
の
議
員
も
そ
う
で
す
が
、

新
た
に
加
わ
っ
た
3
人
（
元
職

1
人
、
新
人
2
人
）
も
9
月
定

例
会
で
は
活
発
に
質
問
や
提
言

等
を
出
し
ま
し
た
。
新
鮮
で
明

る
い
雰
囲
気
の
定
例
会
だ
っ
た

気
が
し
ま
す
。

　今
号
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
で

議
会
広
報
を
編
集
し
ま
し
た
。

　町
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（

担
当
／
金
城
好
春
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

256

始 動始 動

平成26年9月より4年間、新たな体

制で広報広聴に取り組みます。

さらに分かりやすく、親しみやすい

広報誌を目指します。

議
会
構
成
決
ま
る

地
す
べ
り
防
止
対
策
工
事
求
め
る

１
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問

議
会
構
成
決
ま
る

地
す
べ
り
防
止
対
策
工
事
求
め
る

１
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問

（
委
員
長
）

（
副
委
員
長
）



273 平成26年9月定例会　はえばる議会だより187号 平成26年9月定例会　はえばる議会だより187号 

議
会
構
成

議
員
紹
介

　こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
の
ご

推
挙
を
受
け
ま
し
て
議
長
の
要

職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
指
名
推
選
と
い
う

形
を
受
け
、
全
会
一
致
で
の
推
挙

で
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　私
は
、
自
ら
の
浅
学
非
才
を
顧

み
ま
す
と
非
常
に
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
、
本
町
の
発
展
と
町
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
誠
心
誠

意
努
力
を
致
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
員
の
皆
様
の
意
見
を
尊
重

し
、
不
偏
不
党
、
公
平
無
私
の
立

場
を
堅
持
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　昨
年
12
月
に
は
議
会
機
能
を

強
化
し
、
町
民
の
信
頼
に
的
確
に

応
え
る
た
め
、
議
会
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
を
定
め
る
「
議
会
基

本
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　町
民
は
町
長
に
も
期
待
し
て

お
り
ま
す
が
、
我
々
議
員
に
も
同

等
に
期
待
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
議
員
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　町
議
会
が
、
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
事
業
の
必
要
性
を
的
確

に
判
断
し
、
執
行
部
と
一
体
と

な
っ
て
本
町
の
発
展
を
目
指
す

べ
く
職
務
を
全
う
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
一
層
の
御
協
力
、
御
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

総務民生常任委員会 経済教育常任委員会 

議長

宮城　清政
本部192 〈4回〉<無所属>

南
風
原
町
議
会
の
構
成
決
ま
る

議
長
就
任
あ
い
さ
つみや  ぎ　      きよ まさ

副議長

知念　富信
兼城435-27 〈3回〉<無所属>

ち  ねん　　とみ のぶ新垣　由雄
与那覇34 〈1回〉<無所属>

あら かき　   よし  お

照屋　仁士
神里223〈2回〉<無所属>

てる  や　　   ひと  し

大宜見　洋文
宮平641-7-502〈2回〉<無所属>

おお  ぎ    み　　  よう ぶん

大城　勝
照屋290-2 〈1回〉<無所属>

おお しろ　  まさる

花城　清文
新川201〈2回〉<無所属>

はなしろ　　 せい ぶん

赤嶺　奈津江
新川171-1〈2回〉<無所属>

あかみね　　   な   つ   え

浦崎　みゆき
宮平432-10〈2回〉<公明党>

うらさき

宮城　寛諄
山川102〈7回〉<日本共産党>

みや  ぎ　　  かんじゅん

赤嶺　雅和
神里154〈3回〉<無所属>

あかみね　　まさかず

上原　喜代子
神里34〈4回〉<無所属>

うえはら　 　 き    よ   こ

玉城　勇
宮城75〈5回〉<無所属>

たま き　　いさむ

金城　好春
津嘉山390〈4回〉<無所属>

きんじょう　  よしはる

大城　真孝
津嘉山687〈7回〉<無所属>

おおしろ　　まさたか

大城　毅
喜屋武356〈5回〉<日本共産党>

おおしろ　  つよし

  

町
議
会
で
取
り
扱
う
事
件
を
「
議
案
」
と
呼
び
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、
議
員
は
「
総
務
民
生
」「
経
済
教
育
」
い
ず
れ
か
の
常
任

委
員
会
に
所
属
し
、
専
門
的
・
効
率
的
に
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
広
報
・
広
聴
を
行
う
「
議
会
広
報
常
任
委
員
会
」
や
議
案
の
処

理
や
議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
「
議
会
運
営
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

委 員 長

副委員長

委 員

委 員 長

副委員長

委 員

委 員 長

副委員長

委 員

浦崎みゆき

金城　好春

新垣　由雄

大城　　勝

大宜見洋文

照屋　仁士

赤嶺奈津江

大城　　毅

金城　好春

赤嶺奈津江

大宜見洋文

照屋　仁士

赤嶺　雅和

宮城　寛諄

玉城　　勇

上原喜代子

知念　富信

花城　清文

赤嶺　雅和

宮城　寛諄

大城　真孝

議会広報常任委員会 

議会運営委員会 

委 員 長

副委員長

委 員

大城　真孝

赤嶺奈津江

照屋　仁士　　浦崎みゆき

大城　　毅　　玉城　　勇

金城　好春  

役職

氏名
住所〈当選回数〉<所属政党>

ふりがな

第
18
期
議
会
議
員
の
紹
介

第
18
期
議
会
議
員
の
紹
介

第
18
期
議
会
議
員
の
紹
介

第
18
期
議
会
議
員
の
紹
介

任
期

　自 

平
成
26
年
9
月
28
日

至 

平
成
30
年
9
月
27
日

:
表記説明

委
員
会
と
は
？

宮城　清政



475 平成26年9月定例会　はえばる議会だより187号 平成26年9月定例会　はえばる議会だより187号 

人事
全会一致で
同意・推薦

議案
全会一致で
可 決

意見書決議
可 決

議
案
・
人
事

意
見
書
・
決
議

9
月
定
例
会
は
、9
月
29
日
〜
10
月
15
日
の
17
日
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
審
議
の
結
果
、す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
を
選
任

農
業
委
員
を
推
薦

　待
機
児
童
を
解
消
し
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
3
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

              

（
平
成
27
年
4
月
か
ら
）

こ
こ
が
変
わ
る
！

　

定
数
19
人
以
下
の
地
域
型
保
育
を
認
可
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
型
保
育
と
は
？

小
規
模
保
育
・
家
庭
的
保
育
・
居
宅
訪
問

型
保
育
・
事
業
所
内
保
育

は
こ
れ
ま
で
は
認
可
保
育

の
対
象
外
で
し
た
。

こ
ど
も
課

　8
8
9
ー

7
0
2
8

小
規
模
保
育
な
ど
を
認
可

　ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
整
備
と
併
せ
て
町
道

210
号
線
を
129
ｍ
短
く
し
、
新
た
に
町
道
281
号

線
を
認
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
一
般
交
通
用
と
し
て
町
道
282
号
線

（
宮
平
）、
283
号
線（
山
川
・
警
察
宿
舎
付
近
）

も
認
定
し
ま
し
た
。

ウ
ガ
ン
ヌ
前
公
園
周
辺
な
ど

４
町
道
を
認
定(

宮
平･

山
川
）

　兼
城
自
治
会
の
兼
平
団
地
で

は
、
20
年
以
上
前
か
ら
北
側
斜
面

の
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
部
分
の

一
部
に
亀
裂
や
段
差
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　予
想
外
の
豪
雨
に
備
え
、
対
策

を
要
請
し
ま
す
。

１
．現
状
を
徹
底
調
査
し
、
結
果

　

 

の
全
て
の
情
報
を
開
示
す
る

　

 

こ
と

２
．抜
本
的
な
地
滑
り
対
策
工
事

　

 

を
講
じ
る
こ
と

【
提
出
者
】

 

知
念
富
信

【
あ
て
先
】

 

県
知
事

 

県
議
会
議
長

陳
情（
要
請
）を
受
け
、委
員
会
で
審
査
し
、本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
、国
、県
、

関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　10
月
20
日
に
議
長
と
経
済
教

育
委
員
会
は
沖
縄
県
知
事
、
県
議

会
議
長
へ
要
請
書
を
直
接
提
出

し
ま
し
た
。

　　知
事
部
局
で
対
応
し
た
土
木

建
築
部
長
か
ら
は
、
歪
み
計
の
設

置
等
に
よ
る
調
査
や
前
向
き
な

対
策
を
検
討
し
た
い
と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
し
た
。

１
．海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
、

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
た
め

の
工
事
を
直
ち
に
中
止
す
る

こ
と

２
．
陸
上
、
海
上
で
の
県
民
の
正

当
な
抗
議
行
動
へ
の
弾
圧
、

過
剰
警
備
を
直
ち
に
や
め
る

こ
と

３
．第
１
ゲ
ー
ト
前
の
危
険
な
山

形
の
鉄
板
と
海
上
ブ
イ
、
フ

ロ
ー
ト
な
ど
撤
去
す
る
こ
と

●
次
の
意
見
書
も

　
　
　

  

提
出
し
ま
し
た
●

 

・
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
係
る

　労
災
認
定
基
準
の
改
正
を

　求
め
る
意
見
書

・「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め

　る
意
見
書

・「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
」

　中
止
を
強
く
求
め
る

擁壁の亀裂が広がっている

喜納県議会議長に要請決議を提出しました

（
意
見
書
の
全
文
は
、
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

辺
野
古
の

新
基
地
建
設
工
事

即
時
中
止
を
求
め
る

兼
平
団
地
の
地
す
べ
り
防
止
工
事
を
求
め
る（
全
会
一
致
）

・
町
監
査
委
員
（
議
会
選
任
）

　
　上
原

　喜
代
子

　議
員

・
農
業
委
員
（
議
会
推
薦
）

　
　大
城

　一
雄

　氏

           

（
宮
平
）

平
成
25
年
度
決
算
認
定

　9
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
決
算

認
定
は
、
定
例
会
終
了
後
に
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

　継
続
審
査
期
間

　
　
　平
成
26
年
10
月
20
日
〜
27
日

　12
月
定
例
会
で
決
算
の
採
決
が
行
わ
れ

ま
す
。

丸　大
国道329号

ウガンヌ前
公園

町道210号線町道210号線

町道281号線町道281号線

【
提
出
者
】大
城
毅

　
　
　
　

【
あ
て
先
】内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

 

外
務
大
臣

　他

賛
否
分
か
れ
る

辺野古でのボーリング調査等の強行に抗議し、
新基地建設工事の即時中止を求める意見書

宮

　城

　清

　政

大

　城

　真

　孝

金

　城

　好

　春

玉

　城

　
　
　勇

上

　原

　喜
代
子

宮

　城

　寛

　諄

大

　城

　
　
　毅

赤

　嶺

　雅

　和

花

　城

　清

　文

浦

　崎

　み
ゆ
き

赤

　嶺

　奈
津
江

照

　屋

　仁

　士

大
宜
見

　洋

　文

大

　城

　
　
　勝

新

　垣

　由

　雄

知

　念

　富

　信

× ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ × × × 退 ー

○：賛成　　×：反対　　退：退席

－：宮城清政議員は議長のため採決に加わっていません



6平成26年9月定例会　はえばる議会だより187号7 平成26年9月定例会　はえばる議会だより187号

一
般
質
問 

照
屋

　仁
士 

議
員

一
般
質
問 

上
原
喜
代
子 

議
員

上原　喜代子 議員

　
　子
ど
も
達
が
遠
足
で
本
町
を

体
験
･
体
感
す
る
こ
と
が
観
光
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
い
か

な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
よ
り
も
観

光
事
業
と
し
て
実
を
結
ぶ
。
町
内

に
遠
足
コ
ー
ス
を
増
や
す
調
査
研

究
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

                

　
　子
ど
も
達
の
遠

足
コ
ー
ス
と
し
て
の
考
え
方
も
含

め
、観
光
客
誘
致
を
煮
詰
め
た
い
。

今
後
も
本
町
の
観
光
が
さ
ら
に
発

展
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

　
　観
光
バ
ス
を
利
用
し
た
来
町

者
の
推
移
と
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　来
町
者
は
人
数
把
握

の
み
で
移
動
方
法
は
調
査
し
て

い
な
い
。そ
の
た
め
、
観
光
バ
ス

利
用
の
具
体
的
状
況
は
把
握
で

き
て
い
な
い
。

　
　修
学
旅
行
で
も
グ
ル
ー
プ
を

組
ん
だ
分
散
型
が
主
流
と
考
え
ら
れ

る
が
調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　修
学
旅
行
に
対

す
る
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
今

後
検
討
し
て
い
く
。

　
　本
部
区
に
あ
る
古
民
家
（
謝

名
家
）
の
修
復
工
事
は
進
ん
で
い

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　壁
や
屋
根
の
修

復
を
進
め
て
い
る
。ト
イ
レ
は
ま

だ
着
工
し
て
い
な
い
。

　
　遠
足
コ
ー
ス
拡
大
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
一
括
交
付
金
を
活
用

し
、
金
城
哲
夫
氏
の
資
料
館
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

の
生
み
の
親
で
あ
る
金
城
哲
夫
氏

を
記
念
し
て
何
が
ふ
さ
わ
し
い
か

検
討
中
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を

集
め
、
企
画
案
を
練
っ
て
い
る
。

　
　徴
収
体
制
に
変
化
が
あ
れ
ば

給
食
費
の
収
納
率
も
上
が
る
と
思

う
。
給
食
費
の
徴
収
を
ど
う
改
善

し
た
か
。

　
　
　
　
　従
来
の
戸
別
訪
問
を

見
直
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
出
向

い
て
も
ら
う
方
法
に
変
え
た
。
長

期
未
納
者
と
は
納
付
誓
約
書
を
交

わ
し
、
分
割
納
付
で
確
実
に
履
行

す
る
方
法
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

成
果
は
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
　給
食
費
未
納
に
対
し
て
第
三

者
も
含
め
た
検
討
委
員
会
の
立
ち

上
げ
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　検
討
委
員
会
の

設
置
は
調
査
の
段
階
で
あ
る
。

給
食
費
未
納
は

改
善
さ
れ
た
か

答  さらなる発展ができるように対応したい

遠足コースの確立と
観光資源の用途拡大を

照屋　仁士 議員

　
　南
風
原
町
を
つ
く
る
の
は

｢

ひ
と｣

だ
と
考
え
る
。
社
会
教
育

に
つ
い
て
問
う
。

　各
字
、
地
域
で
は
地
道
な
地
域

活
動
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
町
の

連
合
会
組
織
は
加
盟
数
や
連
帯
活

動
に
お
い
て
盛
り
上
が
り
に
欠
け

て
い
る
。

　さ
ら
な
る
現
状
分
析
や
社
会
教

育
団
体
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　社
会
教
育
団
体
に
寄
り

添
っ
た
か
た
ち
で
盛
り
上
が
る
よ

う
進
め
て
い
く
。

　
　最
も
住
民
に
近
い
地
方
自
治

は｢

自
治
会｣

に
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
自
治
会
加
入
率
の
問
題

等
も
指
摘
を
し
て
き
た
。
自
治
会

へ
の
支
援
は
十
分
か
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
だ
け
で
は
な

く
、
発
展
に
向
け
た
検
討
を
重
ね

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

 

字
･
自
治
会
と
町
行
政

の
連
携
は
、
町
の
発
展
に
不
可
欠

で
あ
る
。
今
後
も
自
治
会
と
の
連

携
を
深
め
た
い
。

　
　町
は
住
民
に
一
番
身
近
な
行

政
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
国
や
県

に
は
届
か
な
い
、
町
民
一
人
一
人

の
声
を
拾
い
上
げ
、
暮
ら
し
を
上

向
き
に
導
い
て
い
く
姿
勢
が
必
要

と
な
る
。
現
状
だ
け
を
良
と
せ

ず
、
絶
え
ず
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　引
き
続
き
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
た
い
。

　
　本
町
を
上
向
き
に
し
て
い
く

に
は
、
広
く
大
き
な
視
野
が
必
要

で
あ
る
。
他
市
町
村
や
国･

県
に

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
議
員
提
言
や

町
内
外
か
ら
の
提
案
に
耳
を
傾
け

て
も
ら
い
た
い
。
多
く
の
意
見
が

施
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

が
ど
う
か
。

　
　
　
　前
例
に
な
ら
う
だ
け
で

な
く
、
町
民
を
は
じ
め
多
く
の
提

案･

提
言
に
耳
を
傾
け
、
町
の
施

策
に
反
映
さ
せ
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
く
ら
し
を

上
向
き
に

南
風
原
町
を
上
向
き
に

63年ぶりに復活したハーベールーモーイー（本部）

まちづくりを上向きに

施策を問う こ こ が 聞 き た い

答  今後も自治会と連携を深めたい

古民家チャンプルーコンサート

問問問

問

副
町
長

問

問 問

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

経
済
建
設
部
長

教
育
総
務
課
長

問

問

問

問

教
育
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

教
育
部
長
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一
般
質
問 

浦
崎
み
ゆ
き 

議
員

一
般
質
問 

知
念

　富
信 

議
員

知念　富信 議員

　
　津
嘉
山
区
は
、
人
口
が
年
々

増
え
て
い
る
。
校
区
見
直
し
等
の

議
論
を
し
て
い
る
か
。

               

津
嘉
山
小
学
校
の
10
年

後
を
推
計
す
る
と
生
徒
数
は
892
人

と
予
測
さ
れ
る
。
941
人
で
あ
っ
た

過
去
も
あ
る
。
ま
た
、
翔
南
小
学

校
は
横
ば
い
に
推
移
す
る
と
予
測

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
校
区
の
見

直
し
は
議
論
し
て
い
な
い
。

　
　本
町
の
65
歳
以
上
の
人
口
比

率
は
県
内
で
最
も
低
い
。
ま
す
ま

す
若
年
層
が
増
え
る
と
思
う
。
通

院
、
入
院
の
こ
ど
も
医
療
費
無
料

化
は
継
続
で
き
る
か
。

　
　
　
　平
成
26
年
4
月
に
こ
ど

も
医
療
費
の
中
学
生
の
通
院
ま
で

無
料
化
を
開
始
し
た
。
保
護
者
か

ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
今
後
も

制
度
の
周
知
を
図
り
、
継
続
し
て

い
く
。

　
　自
治
会
に
は
加
入
率
の
問
題

が
あ
る
。
新
住
民
に
対
し
、
住
民
異

動
等
の
窓
口
で
手
続
き
の
際
、
自
治

会
加
入
の
指
導
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　転
入
世
帯
を
対
象
に
、

役
場
窓
口
で
自
治
会
の
仕
組
み
・

活
動
内
容
・
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
等

を
紹
介
す
る
自
治
会
加
入
案
内
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

　
　兼
城
十
字
路
の
工
事
完
了
が

待
ち
遠
し
い
。
交
番
跡
地
に
花
壇

や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　南
風
原
町
の
玄
関
口

で
あ
る
た
め
、
景
観
を
重
視
し
な

が
ら
設
置
を
検
討
し
た
い
。

　
　役
場
前
道
路
の
植
栽
は
、
道

路
完
了
後
の
予
定
か
。

　
　
　
　植
栽
桝
設
置
が
完
了
し

て
い
る
箇
所
は
、
樹
種
が
決
定
す

れ
ば
早
め
の
植
栽
が
可
能
で
あ
る

と
南
部
土
木
事
務
所
に
確
認
し

た
。
兼
城
区
と
役
場
の
意
見
を
踏

ま
え
決
定
し
た
い
と
聞
い
て
い

る
。　

　南
風
原
バ
イ
パ
ス
の
工
事
完

了
時
期
は
い
つ
か
。

　
　
　
　平
成
25
年
度
末
で
事
業

進
捗
率
は
約
30
％
で
あ
る
。
用
地

取
得
の
一
定
の
進
捗
な
ど
、
事
業

実
施
環
境
が
整
っ
た
段
階
で
工
事

完
了
時
期
は
公
表
さ
れ
る
。

　南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
横
の
未
整

備
箇
所
は
今
年
度
完
了
予
定
と
南

部
国
道
事
務
所
よ
り
聞
い
て
い

る
。

兼
城
十
字
路
に

モ
ニ
�
メ
ン
ト
設
置
を

南
風
原
バ
イ
パ
ス
の

進
捗
状
況
は

答  校区の見直しは考えていない

人口増による
津嘉山校区の見直しは

浦崎　みゆき 議員

　
　認
知
症
患
者
は
全
国
で
460
万

人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、

認
知
症
800
万
人
時
代
が
来
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。介
護
予
防
の
推

進
の
た
め
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
で
き
な

い
か
。

             

ポ
イ
ン
ト
制
度
は
平
成

28
年
4
月
導
入
を
目
指
し
て
い

る
。

　
　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や

す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
35
人
が
受
講
し
た
。

引
き
続
き
開
催
し
、
養
成
に
努
め

た
い
。

　
　福
祉
事
業
者
と
町
民
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
シ
ス
テ
ム
を
作
れ

な
い
か
。

　
　
　
　65
歳
以
上
の
４
人
に
１

人
が
認
知
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ

る
た
め
認
知
症
対
策
を
講
じ
た

い
。　

　特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
ヘ

ル
パ
ー
）
配
置
の
現
状
と
課
題
を

問
う
。

　
　
　
　幼
小
中
合
わ
せ
て
39
人

の
ヘ
ル
パ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。

研
修
会
等
で
個
々
に
応
じ
た
支
援

を
し
て
い
る
。支
援
員
の
確
保
が

課
題
で
あ
る
。

　
　保
護
者
、
ヘ
ル
パ
ー
、
担
任

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

る
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　学
校
単
位
で
担
任
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー

等
で
月
１
回
程
度
の
情
報
共
有

等
の
会
議
を
行
っ
て
い
る
。保
護

者
と
学
級
担
任
は
必
要
に
応
じ

て
面
談
も
し
て
い
る
。

　
　平
成
27
年
は
町
制
施
行
35
周

年
を
迎
え
る
。

　こ
れ
ま
で
町
民
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
道
の
り
を
振
り
返
り
、
ま

た
展
望
を
新
た
に
す
る
意
味
も
込

め
た
町
民
参
加
型
の
町
民
音
楽
祭

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　来
年
は
終
戦
70
周
年
を
迎

え
る
年
で
も
あ
る
。
町
と
し
て
も

平
和
と
兼
ね
合
わ
せ
な
が
ら
町
制

35
周
年
を
含
め
た
事
業
を
検
討
し

た
い
。

答  認知症対策を検討していく

認知症の対策を急げ

津嘉山区は年 人々口が増え続けている

教
育
支
援
員︵
ヘ
ル
パ
�
︶

の
充
実
と
強
化
を

町
民
と
共
に
記
念
式
典
を

介護支援ボランティアの流れ（例）
市区町村
（保険者）

管理期間
■人材の登録　　
■ポイントの管理

地域支援事業
交 　付　 金
地域支援事業
交 　付　 金 ボランティア

活　　　　動
ボランティア
活　　　　動

活動の実績に応じ
ポイントを交付

登録を申請

ボランティア

受入機関
（介護施設など）

活動の指定を申請

指定決定

問問問 副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

問

問

問

総
務
部
長

問

問問

問 教
育
長

町
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

問

問

副
町
長

民
生
部
長
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一
般
質
問 

赤
嶺
奈
津
江 

議
員

一
般
質
問 

大
城

　勝 

議
員 大城　勝 議員

　
　町
の
特
定
健
診
の
結
果
か
ら

何
が
分
か
る
か
。

               

町
の
特
定
健
診
の
結
果

か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
が
約

4
割
、
高
血
糖
が
5
割
い
る
と
い

う
実
態
が
分
か
っ
た
。
脂
肪
の
摂

り
す
ぎ
と
野
菜
の
摂
取
が
少
な
い

と
町
民
の
食
生
活
を
分
析
し
て
い

る
。　分

析
を
基
に
個
々
の
基
準
量
を

考
え
、
食
品
に
含
ま
れ
る
脂
の
量

を
伝
え
る
こ
と
。
ま
た
、
油
を
使

わ
な
い
料
理
、
野
菜
を
多
く
摂
取

す
る
料
理
を
勧
め
て
い
く
。

　
　健
康
意
識
を
高
め
る
た
め
の

普
及
啓
発
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
　普
及
啓
発
と
し
て
町
民

へ
の
健
康
レ
シ
ピ
カ
レ
ン
ダ
ー
の

配
布
、
交
差
点
な
ど
で
の
横
断
幕

掲
示
、
チ
ラ
シ
配
布
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
、
食
の
講
演
会
、
説
明
会

の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　食
生
活
改
善
へ
の
取
り
組
み

で
町
民
の
反
応
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

　
　
　
　食
に
関
す
る
講
演
会
や

パ
ネ
ル
展
示
を
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。
町
民
の
反
応
と
し

て
、｢

食
の
大
切
さ
を
知
り
、
油

の
使
い
方
や
野
菜
の
摂
取
に
気
を

使
い
た
い｣

な
ど
食
生
活
の
見
直

し
や
改
善
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

　
　健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
町
長
の
健
康

づ
く
り
に
対
す
る
考
え
を
問
う
。

　
　
　保
健
指
導
の
も
と
、
自
分

自
身
の
健
康
管
理
に
は
努
力
し
て

い
る
。
運
動
で
は
万
歩
計
を
活
用

し
、
食
事
面
で
は
油
も
の
料
理
を

控
え
、
野
菜
類
を
意
識
し
て
摂
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
担
当
の
保
健

師
か
ら
は
、
町
長
自
ら
が
健
康
管

理
に
努
力
す
れ
ば
、
町
民
も
納
得

す
る
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
い
る
。

　
　健
康
づ
く
り
を
よ
り
普
及
さ

せ
る
た
め
、
地
域
の
応
援
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
が
あ
り
、
数
名
の
委
員
で
構

成
し
て
い
る
。そ
れ
を
地
域(

字)

単
位
で
組
織
化
し
た
い
。委
員
を

募
り
健
康
に
関
心
を
持
つ
よ
う
な

組
織
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
住
宅
改
修
の

現
物
給
付
化
を

答  野菜を多く摂取する料理を勧めていく

食のスタイル変え、
健康なまち南風原へ

赤嶺　奈津江 議員

　
　高
齢
者
や
障
が
い
者
が
買
物

や
通
院
、
銀
行
等
に
行
く
際
に
利

用
で
き
る
外
出
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

な
い
か
。

             

町
社
協
が
実
施
し
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
外
出
介
助
を
利
用
し
て
ほ

し
い
。
障
が
い
者
は
、
町
社
協
の

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
。

　
　対
象
を
限
定
し
な
い
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

　
　
　
　外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

移
動
支
援
事
業
は
対
象
要
件
が
あ

る
た
め
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で

き
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　現
行
の
介
護
保
険
制
度
を

使
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
で
は
、

改
修
費
を
全
額
支
払
い
し
、
後
日

利
用
者
に
介
護
給
付
費
が
振
込
ま

れ
る
。
個
人
負
担
分
の
支
払
い
だ

け
で
済
む
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　沖
縄
県
介
護
保
険
広
域

連
合
が
平
成
26
年
9
月
1
日
に

｢

福
祉
用
具
購
入
費
及
び
在
宅
改

修
費
の
受
領
委
託
支
払
に
関
す
る

要
綱｣

を
制
定
し
た
。
平
成
26
年

12
月
1
日
か
ら
運
用
さ
れ
る
。

　沖
縄
県
介
護
保
険
広
域
連
合
に

登
録
し
た
事
業
者
を
利
用
す
る
な

ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
個

人
負
担
分
だ
け
の
支
払
い
で
済
む

よ
う
に
変
わ
る
。

　
　昨
今
、
生
活
習
慣
病
の
低
年

齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
小
中
学
校
で
も
血
液
検
査

な
ど
を
実
施
で
き
な
い
か
。
生
活

習
慣
病
の
低
年
齢
化
や
重
症
化
を

防
ぐ
対
策
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。　

　
　
　児
童
生
徒
の
健
康
づ
く

り
は
学
校
保
健
安
全
法
と
も
関
係

し
て
い
る
。教
育
委
員
会
と
調
整

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　県
内
で
は
久
米
島
町

と
南
城
市
の
２
か
所
が
実
施
し
て

い
る
。非
常
に
重
要
な
こ
と
な
の

で
、
子
ど
も
達
の
健
康
の
た
め
に

血
液
検
査
な
ど
を
検
討
す
る
。

児
童
生
徒
の

生
活
習
慣
病
予
防
を

答  どのような支援ができるか検討したい

高齢者等の外出支援
サービス充実を

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
老
朽
化
し
た
照
屋
青
年
会

　館
ト
イ
レ
の
修
理
を

・
全
町
民
参
加
型
運
動
会
の

　開
催
を

・
町
陸
上
競
技
大
会
を
盛
り

　上
げ
る
た
め
に

町社協の外出支援サービス

健康レシピカレンダー

問問副
町
長

町
長

問 問

問

問問 副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

問

問民
生
部
長

民
生
部
長
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一
般
質
問 

金
城

　好
春 

議
員

一
般
質
問 

赤
嶺

　雅
和 

議
員

赤嶺　雅和 議員

　
　市
街
化
区
域
と
農
業
振
興
地

域
の
人
口
に
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
何
が
原
因
と
考
え
る
か
。

               

市
街
化
調
整
区
域
内
で

土
地
利
用
が
う
ま
く
な
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
は
一
つ
の
要
因
と
考
え

る
。

　
平
成
16
年
度
に
市
街
化
調
整
区

域
内
で
自
己
用
住
宅
緩
和
区
域
が

全
域
的
に
定
め
ら
れ
た
。
調
整
区

域
内
で
も
自
己
用
の
住
宅
が
多
く

建
築
さ
れ
て
い
る
。
緩
和
区
域
を

う
ま
く
活
用
し
、
土
地
利
用
を
行

う
こ
と
で
段
階
的
に
人
口
増
が
望

め
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　本
町
は
那
覇
広
域
都
市
計
画

区
域
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
町
独
自
の
都
市
計
画
が
難

し
い
と
聞
く
。
那
覇
広
域
都
市
計

画
か
ら
抜
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　
南
風
原
町
に
は
南
風
原
町

の
ま
ち
づ
く
り
が
あ
る
。
独
自
の

カ
ラ
ー
を
出
す
た
め
に
広
域
か
ら

抜
け
る
こ
と
も
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。
本
町
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
隣
市
町
村
と
協
議
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　例
年
、
沖
縄
県
の
子
ど
も
達

の
学
力
テ
ス
ト
結
果
は
下
位
に
甘

ん
じ
て
い
る
。
何
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
か
。

　
　
　
　
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
結
果
で
本
県
は
下
位
に
位
置
し

て
い
る
。
原
因
と
し
て
、
本
県
は

夜
型
社
会
が
あ
る
。

・
朝
食
摂
取
率
が
全
国
平
均

　

　よ
り
低
い

・
就
寝
起
床
時
間
が
全
国
に

　

　比
べ
不
規
則

な
ど
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
生
活

習
慣
で
問
題
が
あ
る
。
家
庭
学
習

時
間
が
少
な
い
こ
と
も
原
因
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　夏
場
の
教
室
の
温
度
は
子
ど

も
達
が
集
中
で
き
る
よ
う
な
環
境

と
思
え
る
か
。

　
　
　
　
教
室
の
温
度
は｢

学
校

環
境
衛
生
基
準
」
で｢

10
℃
以

上
、
30
℃
以
下
が
望
ま
し
い｣

と

さ
れ
る
。
夏
場
に
は
33
℃
と
な
る

教
室
も
あ
る
。
児
童
生
徒
が
集
中

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

学
力
向
上
と
教
育
環
境
は

答  土地利用がうまくなされていない

本町の都市計画と
人口への影響は

金城　好春 議員

　
　本
町
の
小
中
学
校
の
学
力
テ

ス
ト
結
果
は
、
県
平
均
と
比
べ
て

ど
う
か
。さ
ら
に
全
国
平
均
と
比

べ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

             

小
学
校
、
中
学
校
共
に

国
語
Ａ
･
Ｂ
、
算
数(

数
学)

Ａ
･

Ｂ
で
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
小
学
校
は
国
語
Ａ
、
算
数
Ａ
･

Ｂ
が
全
国
平
均
を
超
え
て
い
る
。

特
に
、
算
数
Ａ
で
は
全
国
平
均
正

答
率
78
.
1
％
に
対
し
、
本
町
の

平
均
正
答
率
は
82
.
5
％
と
高
得

点
で
あ
る
。

　
中
学
校
は
全
国
平
均
に
は
及
ば

な
い
が
、
昨
年
よ
り
全
国
と
の
差

を
半
分
近
く
縮
め
た
。

　
　本
町
は
電
子
黒
板
を
各
学
級

に
配
置
し
た
。
児
童
生
徒
の
学
習

意
欲
や
学
習
態
度
に
変
化
は
あ
る

か
。
先
生
方
の
電
子
黒
板
に
対
す

る
評
価
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
児
童
生
徒
か
ら
授
業
の

内
容
が
分
か
り
や
す
い
と
意
見
が

あ
る
。
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
教
師
か
ら
は
視
覚

的
な
効
果
で
児
童
生
徒
の
視
点
を

集
め
る
こ
と
で
き
る
と
声
が
あ

る
。
興
味
関
心
を
持
た
せ
、
授
業

内
容
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

役
立
っ
て
い
る
と
評
価
を
得
て
い

る
。　

　今
回
、
学
力
が
向
上
し
た

要
因
を
何
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
学
力
向
上
対
策

か
ら
学
力
推
進
に
変
え
、
教
師
も

授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

朝
の
自
習
時
間
や
昼
休
み
時
間
、

放
課
後
に
下
位
の
子
ど
も
達
の
補

習
授
業
を
個
別
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
積
み
重
ね
が
功
を
奏

し
た
と
考
え
る
。

　
　本
部
公
園
前
の
町
道
6
号
線

と
町
道
29
号
線
を｢

カ
ン
ナ
の
花

通
り｣

と
名
付
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
そ
の
う
え
で
看
板
の
設

置
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
他
の
町
道
に
も
カ
ン
ナ

の
花
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。そ

の
た
め
、
指
定
さ
れ
た
町
道
の
み

に
カ
ン
ナ
の
花
通
り
の
愛
称
を
付

け
る
こ
と
が
妥
当
か
検
討
が
必
要

と
な
る
。愛
称
が
決
ま
れ
ば
立
て

看
板
の
設
置
も
可
能
と
考
え
る
。

町
道
に｢

カ
ン
ナ
の
花
通
り｣

の
愛
称
を

答  授業改善の積み重ねが功を奏した

小中学校の
学力向上を問う

授業風景 本部公園前はカンナの花で溢れている

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
津
嘉
山
駐
在
所
の
復
活
を 

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
南
風
原
南
IC
に
お
け
る

　交
差
点
の
安
全
対
策
を

問問

町
長

問

問

問問 教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

問問 教
育
指
導
主
事
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一
般
質
問 

大
宜
見
洋
文 

議
員

一
般
質
問 

大
城

　毅 

議
員 大城　毅 議員

　
　潜
在
的
待
機
児
童
を
含
め
、

保
育
が
で
き
る
よ
う
認
可
保
育
園

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

               

認
可
外
保
育
園
の
認
可

化
は
、
潜
在
的
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
た
方
策
の
一
つ
と
捉
え
て

い
る
。

　
　こ
ど
も
医
療
費
で
窓
口
無
料

(

現
物
給
付
方
式)

を
行
っ
て
い
る

都
道
府
県
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　こ
ど
も
医
療
費
の
現
物

給
付
方
式
は
47
都
道
府
県
中
22
か

所
が
実
施
し
て
い
る
。
現
物
給

付
・
自
動
償
還
方
式
の
併
用
は
15

か
所
あ
る
。

　
　窓
口
無
料
（
現
物
給
付
方

式
）
を
実
施
で
き
る
よ
う
県
の
要

綱
改
正
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　県
か
ら
「
自
動
償
還
制

度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
た
め
、

予
定
は
な
い
」
と
回
答
が
あ
っ

た
。
県
の
動
向
を
踏
ま
え
慎
重
に

対
応
し
て
い
く
。

　
　住
宅
本
体
に
限
ら
ず
、
車
庫

や
塀
、
外
構
、
店
舗
の
改
修
に
も

対
象
を
広
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　家
屋
の
経
年
劣
化
に
よ

る
需
要
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
後

も
現
状
の
制
度
で
進
め
て
い
く
。

　
　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
使
う
資

材
・
材
料
な
ど
の
町
内
調
達
を
促

進
す
る
仕
組
み
も
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

の
応
募
の
際
に
町
内
で
産
出
ま
た

は
製
造
さ
れ
た
製
品
を
優
先
使
用

す
る
よ
う
協
力
を
求
め
て
い
く
。

資
材
・
材
料
の
町
内
調
達
を
要
綱

等
で
規
定
す
る
の
は
状
況
を
見
な

が
ら
進
め
た
い
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
の

窓
口
無
料
を

住
宅
リ
フ
�
�
ム
助
成
の

拡
充
を

答  認可外保育園の認可化も検討

保育園増設で
待機児童解消を

大宜見洋文 議員

　
　人
財（
人
材
）育
成
の
促
進
の

た
め「
南
風
原
町
民
大
学
」を
創
設

で
き
な
い
か
。

             

平
成
27
年
度
の
実
施
計

画
で
対
応
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
。　

　第
一
団
地
・
第
二
団
地
の
建

て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
沿
っ
た
地

域
づ
く
り
と
の
整
合
性
が
取
れ
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　県
は
平
成
24
年
度
か
ら

住
民
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
な
整
備
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

　
　学
童
の
「
小
1
の
壁
」
を

ど
う
認
識
す
る
か
。

　
　
　
　定
員
等
に
よ
り
学
童
に

入
れ
な
い
低
学
年
児
を
抱
え
る
共

働
き
家
庭
が
直
面
す
る
問
題
と
考

え
て
い
る
。

　
　翔
南
小
区
は
他
校
区
と
比
べ

学
童
の
割
合
が
低
い
。
待
機
学
童

の
解
消
に
向
け
、
翔
南
第
二
学
童

ク
ラ
ブ
を
校
内
に
増
設
で
き
な
い

か
。　

　
　
　小
学
校
に
空
き
教
室
が

な
く
難
し
い
。待
機
学
童
の
対
応

策
を
協
議
す
る
。

　
　社
協
と
連
携
し
て
巡
回
福
祉

バ
ス
を
中
央
公
民
館
ま
で
運
行
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　定
期
的
に
中
央
公
民
館

の
ル
ー
ト
を
運
行
す
る
の
は
現
体

制
で
は
難
し
い
。
他
の
公
共
施
設

を
含
め
た
運
行
ル
ー
ト
は
財
源
な

ど
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

　
　図
書
館
協
議
会
を
も
っ
と
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
協

議
会
の
委
員
に
2
中
学
校
4
小
学

校
か
ら
1
人
以
上
増
員
し
て
は
ど

う
か
。
多
く
の
意
見
や
議
論
を
深

め
、
図
書
館
の
利
用
促
進
に
向
け

た
協
力
体
制
が
必
要
で
は
な
い

か
。　

　
　
　町
立
図
書
館
協
議
会
委

員
は
過
半
数
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

係
者
と
学
校
関
係
者
で
構
成
し
て

い
る
。
各
委
員
の
見
識
、
各
学
校

の
情
報
を
網
羅
し
て
協
議
会
を
充

実
さ
せ
た
い
。

県
営
団
地
の
建
替
計
画
は

公
民
館
ま
で
巡
回
バ
ス
を

図
書
館
協
議
会
の
充
実
を

翔
南
第
二
学
童
ク
ラ
ブ

設
置
を

答  対応できるよう努力する

南風原町の人財育成を

こども医療費は中学校まで無料となっている 学童の様子

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
新
基
地
建
設
の
強
行
に
つ

　い
て
町
長
の
見
解
は

・
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
町

　長
の
見
解
は

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
中
小
企
業
振
興
条
例
は

・
長
堂
川
の
悪
臭
対
策
を

問問問

問

問

問問問

問

副
町
長

副
町
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

問

問
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一
般
質
問 

新
垣

　由
雄 

議
員

一
般
質
問 

宮
城

　寛
諄 

議
員

宮城　寛諄 議員

　
　シ
ル
バ
ー
世
代
に
は
豊
富
な

人
生
経
験
と
培
っ
て
き
た
技
が
あ

る
。
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と

は
町
民
の
手
助
け
と
な
る
。
ま

た
、
働
く
こ
と
で
生
き
が
い
づ
く

り
、
健
康
増
進
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設

立
を
進
め
る
こ
と
が
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
総
合
計
画
に
も
合
致

す
る
の
で
は
な
い
か
。

               

町
社
協
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
「
ま
ち
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
や
役

場
内
の
「
人
材
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
等
を
利
用
し
高
齢
者
の
働

け
る
場
所
づ
く
り
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　温
度
が
30
℃
を
超
え
る
教
室

が
あ
る
と
以
前
報
告
が
あ
っ
た
。

授
業
に
集
中
で
き
る
環
境
だ
と
言

え
る
か
。

　
　
　
　30
℃
を
超
え
る
教
室
で

は
児
童
生
徒
が
授
業
に
集
中
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う
。

　
　他
市
町
村
と
比
べ
て
小
中
学

校
の
教
室
環
境
は
授
業
に
集
中
で

き
る
か
。

　
　
　
　環
境
差
は
特
に
な
い
と

考
え
る
。
し
か
し
、
ク
ー
ラ
ー
が

設
置
さ
れ
た
教
室
と
比
べ
る
と
授

業
に
集
中
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

と
思
う
。

　
　県
内
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
率
は

小
学
校
68
％
、中
学
校
67.
5
％
、

高
校
は
平
成
27
年
度
中
に
100
％

に
な
る
と
報
道
が
あ
っ
た
。県
教

育
長
は
「
ク
ー
ラ
ー
の
有
無
で
学

習
効
果
に
影
響
も
あ
る
」
と
見
解

を
示
し
て
い
る
。こ
れ
を
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　
　
　風
通
し
や
扇
風
機
で

温
度
改
善
で
き
な
い
教
室
は
、
今

後
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
て
い
く
体

制
で
臨
み
た
い
。

　
　北
丘
小
学
校
の
新
川
側
法
面

や
運
動
場
南
側
擁
壁
の
耐
震
調
査

を
行
っ
て
い
る
か
。
避
難
所
と
も

な
る
た
め
、
万
全
を
期
す
る
必
要

が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　新
川
側
法
面
は
平
成
26

年
度
に
法
面
調
査
を
行
う
。
27
年

度
の
設
計
で
地
震
対
策
を
検
討
す

る
。
擁
壁
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
。
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
た

い
。

北
丘
小
学
校
の

地
震
対
策
は
十
分
か

ク
�
ラ
�
設
置
計
画
は

答  高齢者の働ける場所づくりを検討していく

シルバー人材
　センター設立を

新垣　由雄 議員

　
　現
在
、
南
風
原
町
に
は
い
く

つ
公
園
が
あ
る
か
。

             

本
町
の
都
市
公
園
は
7

公
園
あ
る
。
農
村
公
園
と
し
て
整

備
し
た
地
域
は
4
地
区
あ
る
。

　
　現
在
、
公
園
整
備
を
行
っ
て

い
る
の
は
何
件
で
、
ど
の
公
園
か
。

　
　
　
　現
在
整
備
中
の
公
園
は
、

黄
金
森
公
園
と
ウ
ガ
ン
ヌ
前
公

園
の
2
か
所
で
あ
る
。

　
　町
の
第
三
次
総
合
計
画
で

は
「
一
字
一
公
園
」
が
記
さ
れ

て
い
た
。
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

　
　
　
　現
在
、
第
四
次
総
合
計

画
に
沿
っ
た
町
行
政
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
第
四
次
で
は
第
三
次
の

一
字
一
公
園
目
標
を
修
正
し
た
。

町
民
1
人
あ
た
り
の
公
園
面
積
を

9
㎡
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
一
字
一
公
園

に
向
け
た
取
組
は
し
て
い
な
い
。

　
　住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
。
健
康
づ
く
り
や
青
少

年
健
全
育
成
、
北
地
区
公
共
施
設

整
備
の
観
点
か
ら
与
那
覇
地
域
に

公
園
を
造
れ
な
い
か
。

　
　
　
　規
模
に
も
よ
る
が
与
那

覇
地
域
に
新
規
の
公
園
計
画
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　公
園
計
画
の
際
に
は
、
地
域
と

の
意
見
交
換
会
で
提
案
を
求
め
た

い
。地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
る
公

園
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。　

　与
那
覇
401
番
地
4
か
ら
町
道

32
号
線
、
400
番
地
3
の
横
に
出
る

通
学
路
は
雨
降
り
あ
と
は
滑
っ
て

危
険
で
あ
る
。
整
備
で
き
な
い

か
。　

　
　
　排
水
路
や
汚
水
枡
に
段

差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
危
険
箇
所
の
保
護
対
策
を
講

じ
た
い
。

　
　町
全
体
お
よ
び
与
那
覇
地
域

内
の
下
水
道
整
備
の
進
捗
は
ど
う

か
。　

　
　
　町
全
体
で
約
46
％
、
与

那
覇
区
は
75
％
整
備
し
て
い
る
。

　
　与
那
覇
区
で
下
水
道
工
事
の

予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
　1
〜
34
番
地
付
近
と
95

〜
101
番
地
付
近
の
2
区
域
を
平
成

27
年
度
に
整
備
す
る
予
定
が
あ

る
。

通
学
路
の
整
備
を

与
那
覇
の
下
水
道
整
備
は

答  親しまれる公園づくりを検討する

与那覇地域に公園を

北丘小学校運動場南側の擁壁 質問の箇所はその後整備された

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

　ト
に
つ
い
て

・
山
川
区
内
の
安
全
対
策
を

問問

問問

問

問問問

問問

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

教
育
部
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

問 問
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一
般
質
問 

玉
城

　勇 

議
員

一
般
質
問 

花
城

　清
文 

議
員

花城　清文 議員

答  児童生徒の安全を考え検討していく

答  地域の特徴に応じた協力を行う

新川から北丘小への
通学路の整備を

自治会の地域力を
高めるためには

玉城　勇 議員

　
　各
字
・
自
治
会
は
町
行
政
の

出
先
機
関
の
よ
う
な
仕
事
も
行
っ

て
い
る
。地
域
公
民
館
が
健
全
な
運

営
を
す
る
こ
と
で
町
の
行
事
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
と
思
う
。各
字
・
自

治
会
の
運
営
状
況
を
聞
い
た
り
、
悩

み
な
ど
を
聞
く
場
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　各
地
域
に
は
長
い
歴

史
が
あ
る
。
今
後
意
見
交
換
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
出
し
な

が
ら
各
字
・
自
治
会
に
協
力
し
た

い
。　

　平
成
26
年
8
月
1
日
の
新
聞

（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
）
に
南
風
原
陸
軍

病
院
壕
群
20
号
壕
の
ド
ア
が
壊
さ

れ
、
荒
ら
さ
れ
た
と
い
う
事
件
が

掲
載
さ
れ
た
。与
那
原
警
察
署
も

捜
査
を
進
め
る
と
あ
る
が
解
決
し

た
か
。

　
　
　
　事
件
直
後
に
与
那
原
警

察
署
に
よ
る
指
紋
や
足
跡
の
採

取
な
ど
鑑
識
活
動
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
を
基
に
捜
査
を
行
っ

て
い
る
段
階
で
あ
る
。
犯
人
は

捕
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　事
件
後
の
対
策
と
し
て
防

犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
を
検
討
し

た
か
。

　
　
　
　防
犯
カ
メ
ラ
は
財
政
的

に
厳
し
い
と
思
う
が
、
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。

　
　幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
学
校
給
食
費
を
無
料
に
す
る
と

予
算
は
い
く
ら
必
要
か
。

　
　
　
　平
成
26
年
度
当
初
予
算

を
ベ
ー
ス
に
積
算
す
る
と
、園
児
・

児
童
生
徒
で
2
億
円
余
に
な
る
。

　
　給
食
費
を
無
料
と
す
る
場

合
、
今
の
財
政
状
況
で
は
無
理
な

の
か
。

　
　
　
　現
段
階
で
は
無
料
化
よ

り
も
次
の
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
保
護
者
負
担
を
し
っ
か
り
守
っ

　て
も
ら
う
こ
と

・
徴
収
体
制
を
整
え
て
収
納
率
の

　向
上
に
努
め
る
こ
と

　給
食
費
の
支
払
い
が
困
難
な
世

帯
に
は
就
学
援
助
等
の
方
法
も
あ

る
た
め
、
十
分
周
知
し
た
い
。

陸
軍
病
院
壕
群
20
号
壕
の

器
物
破
損
は
ど
う
な
�
た

給
食
を
無
料
に
で
き
な
い
か

　
　南
風
原
町
で
一
番
危
険
な
通

学
路
は
新
川
か
ら
北
丘
小
学
校
へ

の
階
段
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

平
成
26
年
度
予
算
で
階
段
の
基
本

調
査
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
完

成
ま
で
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。工
事
期
間
中
は
仮
設
の
通

学
路
も
必
要
だ
が
計
画
は
あ
る

か
。

             

平
成
26
年
10
月
6
日
に

契
約
は
締
結
し
た
が
、
工
期
は
平

成
29
年
度
ま
で
か
か
る
。
仮
設
の

通
学
路
は
児
童
生
徒
の
安
全
を
考

え
検
討
し
て
い
く
。

　
　新
川
か
ら
北
丘
小
学
校
へ
の

階
段
は
亀
裂
が
ひ
ど
く
危
険
で
あ

る
。
し
か
も
草
が
繁
茂
し
て
い

る
。
階
段
と
法
面
の
草
刈
り
を
町

で
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　草
刈
り
費
用
を
予
算
化

し
て
対
応
し
て
い
く
。

　
　兼
城
351
番
地
付
近
は
斜
面

に
亀
裂
が
広
が
り
、
住
民
は
地

滑
り
を
心
配
し
て
い
る
。
地
滑

り
対
策
は
以
前
に
講
じ
ら
れ
た

が
、
も
う
一
度
現
場
を
調
査
し

必
要
な
対
策
を
取
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　再
度
、
県
へ
現
況
調
査

を
要
請
し
て
い
く
。

　
　幼
稚
園
は
延
長
保
育
や
預
か

り
保
育
な
ど
で
保
育
環
境
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
小
学
校
や
中
学
校

で
も
児
童
生
徒
が
集
中
し
て
学
習

が
で
き
る
環
境
が
求
め
ら
れ
る
。

本
町
も
幼
・
小
・
中
学
校
に
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　風
通
し
の
悪
い
教
室
を
優

先
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
た
い
。

　
　本
町
は
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
場

所
が
な
く
青
年
達
は
整
備
を
待
ち

望
ん
で
い
る
。
清
掃
工
場
の
最
終

処
分
場
跡
の
利
用
を
那
覇
市
と
協

議
し
、
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　最
終
処
分
場
の
不
純
物
が

沈
下
す
る
ま
で
整
備
は
厳
し
い
。

状
況
を
見
守
り
、
今
後
活
用
で
き

る
よ
う
要
請
も
行
い
た
い
。

幼
小
中
学
校
に
ク
�
ラ
�
を

サ
�
カ
�
場
の
整
備
を

北
丘
小
学
校
通
学
路
の

草
刈
り
を

兼
城
区
の
地
滑
り
対
策
は

おいしい給食を日々作っています幼稚園の様子

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

・
国
保
税
の
徴
収
計
画
は

・
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

問問

問

問

問

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

町
長

町
長

問 問問

総
務
部
長



※環境保全のため、古紙配合率100％再生紙と
　植物油インキを使用しています。

平
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・
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立
・
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と
も
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金
南
風
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平
和
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は
え
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こ
   が
ね
      は
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さ
　
　
と

平
和
・
自
立
・
共
生
　
と
も
に
つ
く
る
黄
金
南
風
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平
和
郷
・
は
え
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こ
   が
ね
      は
    え

　
　
　
　
　
さ
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　南
風
原
町
は
、
と
て
も
住
み
心
地

の
良
い
人
気
の
町
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
建
ち
、
人
口
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
、
つ
か
ざ
ん
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
で
那
覇
市
方
面
や
八
重
瀬
町

辺
り
か
ら
も
娯
楽
や
食
事
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た
ち
も
増
え
、

南
風
原
町
の
経
済
効
果
に
も
大
き
く

さ
ん

う
え
は
ら

　け
ん

じ

（
大
名
）

南
風
原
町
P
T
A
連
絡
協
議
会
会
長

上
原 

健
治

魅
力
あ
る
図
書
館
を

　

関
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　地
域
と
小
中
学
校
の
教
育
意
識
も

高
く
、
あ
い
さ
つ
を
積
極
的
に
す
る

子
ど
も
達
も
多
く
い
ま
す
。

　子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
充
実
の

た
め
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
図
書
館
の
増
設
と
小
中
学
校
の

図
書
室
へ
の
本
の
増
冊
で
す
。

　保
護
者
同
士
の
話
か
ら
は
「
図
書

館
が
近
く
に
あ
っ
た
ら
」
「
学
校
の

図
書
室
の
本
が
古
い
」
な
ど
の
声
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
子
ど
も
達
の
成
長

に
読
書
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

「
本
が
好
き
だ
け
ど
図
書
館
が
遠

い
」
「
本
を
読
み
た
い
け
ど
図
書
室

の
本
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
」
と
言
う

子
ど
も
達
も
多
い
よ
う
で
す
。

　南
風
原
町
、
沖
縄
県
を
担
っ
て
い

く
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
、
図
書
館

の
設
置
や
学
校
の
本
を
増
や
す
検
討

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表紙の写真をお寄せください表紙の写真をお寄せください

あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。
表紙の写真を募集中です。笑顔あふれるお写真をお待ちして
います。ご意見・要望なども広く募集しています。

E-Mail:H8893097@town.haebaru.okinawa.jp
TEL.889-3097　FAX.889-4499
連絡先　議会事務局（担当：広報係 保良）
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赤
嶺
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和

照
屋

　仁
士

赤
嶺
奈
津
江

金
城

　好
春

大
宜
見
洋
文

　

宮
城

　寛
諄

次回定例会の開会予定

町民の声広報委員会

南風原町議会中継

12月9日（火）午前10:00

　9
月
7
日
に
町
議
会
議
員
の

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
9
月

29
日
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
初
め
て
の
定
例
会
が
開
催
さ

れ
10
月
15
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　再
選
の
議
員
も
そ
う
で
す
が
、

新
た
に
加
わ
っ
た
3
人
（
元
職

1
人
、
新
人
2
人
）
も
9
月
定

例
会
で
は
活
発
に
質
問
や
提
言

等
を
出
し
ま
し
た
。
新
鮮
で
明

る
い
雰
囲
気
の
定
例
会
だ
っ
た

気
が
し
ま
す
。

　今
号
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
で

議
会
広
報
を
編
集
し
ま
し
た
。

　町
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（

担
当
／
金
城
好
春
）
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始 動始 動

平成26年9月より4年間、新たな体

制で広報広聴に取り組みます。

さらに分かりやすく、親しみやすい

広報誌を目指します。

議
会
構
成
決
ま
る

地
す
べ
り
防
止
対
策
工
事
求
め
る

１
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問

議
会
構
成
決
ま
る

地
す
べ
り
防
止
対
策
工
事
求
め
る

１
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問

（
委
員
長
）

（
副
委
員
長
）


